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マイボトル利用促進プログラムとは
オフィスでのマイボトル利用活動を通じて、オフィスから排出される飲料容器の削減と、
参加者が日常生活の中で環境負荷を軽減することを習慣化し、行動変容を促すことを目的とした
プログラムです。

“毎日清潔にボトルを使いたい”という人はもちろん、
“1日の中で違う種類の飲み物を楽しみたい”

という人にとって、気軽に洗える環境を用意する
ことが大切だと考えました。

洗浄サービス設置 供給サービス設置

カフェサービスとの連携

社内カフェでのマイボトル利用が可能に

環境貢献度の可視化

いざマイボトルを使いだしても、
“ペットボトルを買って中身を移し替える…”では、

出るごみの量は変わりません。
ボトルへの飲料供給環境を整えることも必要です。

参加者の意識・行動変容を目指す

経済的メリットの付与

習慣として毎日マイボトルを使っていくには、
それなりのモチベーションが求められます。
利用の意義、メリットの訴求も行いました。

ウォーターサーバーの設置
*以前から常設

習慣づける
仕組みづくり

マイボトル洗浄機の設置
ボトルをセットしたらボタン操作のみで洗浄が完結

次ページで詳細をご紹介します



3

習慣化の仕組みづくり （自動認識技術の活用）

アプリ画面＋サイネージで、
参加者マイボトルを洗浄するたびに

砂漠が森へと変化

• 100個で樹木が1年間に吸収するCO₂と
 同等となりその分だけ木が生える

• CO₂削減量※2トン達成で森が完成し虹が出現

個人アプリ画面で、
環境貢献度※に応じたステータスを付与

0.40kg

プラカップ削減

5個

0kg

プラカップ削減

0個

2.00kg

プラカップ削減

25個

• 個人のマイボトル利用回数をカウント
• 利用回数に応じたクーポンやトリビアを表示
 →経済的メリットとしても機能

0kg

プラカップ削減

0個

160.0kg

プラカップ削減

2,000個

2,000kg

プラカップ削減

25,000個

成果の可視化策 ①
ステータス付与

成果の可視化策 ②
イラスト変化

洗浄時、什器に入ったリーダーへ
マイボトルをかざすことで、ラベルを読み取り個体識別

 洗浄回数を個人のアカウントへ連携

アプリで
個人のアカウントを登録

ボトルに
自動認識ラベルを貼り付け

個人の洗浄回数（≒環境貢献度※）をカウント

地球温暖化、海洋汚染、生態系への影響と言われるが、自分は、何が出来ているのか？

自分事化への仕掛け

※「リユース可能な飲料容器およびマイカップ・マイボトルの使用に係る環境負荷分析について」（環境省）を基に、株式会社サトーにてCO2排出量の算定を実施
専門家監修の元、本取組におけるマイボトル1回の利用によるCO₂削減量はプラカップ1個：80グラム（0.08kg）、ペットボトル1個：120グラム（0.12kg）として結果を表示

https://www.env.go.jp/recycle/yoki/c_3_report/pdf/h23_lca_01.pdf
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初年度成果と計画

移行推進事業対象・初年度成果

導入企業：2拠点

利用者数：695人

ペットボトル削減量：31,687個

CO₂削減量：3,802kg-CO₂

※「リユース可能な飲料容器およびマイカップ・マイボトルの使用に係る環境負荷分析について」（環境省）を基に、株式会社サトーにてCO2排出量の算定を実施
専門家監修の元、本取組におけるマイボトル1回の利用によるCO₂削減量はプラカップ1個：80グラム（0.08kg）、ペットボトル1個：120グラム（0.12kg）として計算しております。

次年度実施計画

検討中企業への導入促進を図るため

企業横断BIの開発による機能向上を実施

https://www.env.go.jp/recycle/yoki/c_3_report/pdf/h23_lca_01.pdf
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実施報告１ 概要

実施企業：株式会社 関電工

実施期間：2024年10月1日～

設置場所：関電工本社ビル(東京都港区芝浦四丁目8番33号)

利用者数：261人

ペットボトル削減量：11,634個

CO₂削減量：1,396㎏-CO₂
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実施報告１ 月別の利用人数・利用回数の推移

本スライドは、2024年10月から2025年8月までの月別利用人数および利用回数の推移を示しています。

2024年10月は1,387人によって1,842回の利用が行われ、1人あたりの平均利用回数は1.3回でした。

関電工さまでは、マイボトル用自動販売機によるホット飲料のみの提供のため、気温が高くなるにつれ、利用人数・利用回数はいずれも減少傾向にあるものの、

平均利用回数は概ね1.2回／人前後で推移しており、一定の利用が継続して確認されています。

このことから、2年目の10月以降の利用が回復されることが見込まれます。

※ 利用人数は日別の1日1回以上利用した人の月別合算値です。
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実施報告２ 概要

実施企業：株式会社 三菱UFJ銀行

  三菱UFJ信託銀行 株式会社

                   三菱UFJモルガン・スタンレー証券 株式会社

実施期間：2025年5月7日～

設置場所：三菱UFJフィナンシャル・グループの本店ビル

利用者数：434人

ペットボトル削減量：20,053個

CO₂削減量：2,406kg-CO₂
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実施報告２ 月別の利用人数・利用回数の推移

本スライドは、2025年5月から8月までの月別利用人数および利用回数の推移を示しています。

5月の導入以降、利用人数は2,000人以上、利用回数は4,000回前後を維持し、特に6月と7月は3,000人以上・5,000回以上と高い数値を示しました。

一人あたりの平均利用回数も1.7回で安定しており、継続的な利用状況が確認できます。

※ 利用人数は日別の1日1回以上利用した人の月別合算値です。
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